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第１表の１ 

７三鷹大沢台小発第58号 

令和８年３月31日 

三鷹市教育委員会 様 

 

                                学園名・学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校 

校 長 名     蔵 野  貴 通（公印省略） 

 

令和８年度 教育課程について（届） 
 

 

 このことについて、三鷹市公立学校の管理運営に関する規則に基づき、教育支援学級（知的障がい）の教育課

程を下記のとおりお届けします。 

 

記 

 

１ 教育目標 

 (１) 学園の教育目標   

地域を愛し、自らの夢に向かって主体的に学び、心身ともにたくましい、国際性豊かな児童・

生徒を育成する。 

 

めざす児童・生徒像 

     ○学び続ける人（自ら課題を発見・解決する力） 

     ○心身ともにたくましい人（健康・安全・食に関する力） 

     ○心豊かで共に生きる人（自他を尊重し人間関係を構築する力） 

 

（２） 学園の教育目標を達成するための基本方針 

より良い学校教育を通じてより良い社会を創るという目標を学園と保護者及び地域社会が共

有し、連携・協働して「スクール・コミュニティ」の創造を推進する。そして個人と社会の

ウェルビーイングの実現のため児童・生徒の人間力と社会力を主体的に発揮できるように育

む。 

 

ア 確かな学力をはぐくむ（自ら課題を発見・解決する力） 

（ア） 各教科等の指導を通して育成する資質・能力を明確にし、教育活動の充実を図る。その際

には、児童・生徒の発達の段階や特性等を踏まえ、「知識及び技能」の習得「思考力、判断

力、表現力等」の育成、「学びに向かう力、人間性等」の涵養の三つの柱をバランスよく育

成する。 

（イ） １人１台の学習用タブレット端末を全教育活動で活用し、オンラインでの学習活動の保障

により、一人ひとりの学習における理解状況や能力・適性に応じた個別最適な学びの実現を

図る。また、活用型情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックとうきょう」の活用を通して「デ

ジタル・シティズンシップ教育」を推進し、よりよい使い手を育成するとともに、児童・生

徒が自ら考え議論し、自ら実践できる力を育む。 

（ウ） カリキュラム・マネジメントの視点として、「おおさわ学園小・中一貫カリキュラム」を

活用し、学園研究を通して教科横断的な視点で教員の指導力向上を図るとともに、ふれあい

月間やコミュニティ・スクール委員会等の各種調査を活用し児童・生徒の実態把握を行い、

地域人財の更なる充実を図るとともに、野川の活用や天文台との連携など大沢地域の自然や

歴史的・文化的な資源を活用する。 

（エ） 児童・生徒同士での対話や話し合い活動の場面を意識的に設け、「主体的・対話的で深い
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学び」の実現に向けた、思考力・判断力・表現力を高める授業改善を進める。 

（オ） 中学校第１学年の数学に小学校の教員が乗り入れて、小学校段階の既習事項等について個

に応じた指導をする。また、小学校６年生の算数・体育の時間に中学校の教員が乗り入れて、

専門性を生かした指導を行う。 

（カ） ユニバーサルデザインの考え方に基づく「分かる授業」を推進するとともに、児童・生徒

の状況を踏まえた合理的配慮を適切に行う。 

 

イ たくましい心と体をはぐくむ（心身ともにたくましい人） 

（ア） 教育活動全体を通して道徳教育の充実を図り、豊かな情操を育み、情緒の安定を図る。ま

た、「  いじめ防止対策」等との関連を図りながら実施する。 

（イ） 全国体力・運動能力、運動習慣等調査結果などを基に学園の課題を明らかにし、生涯にわ

たり健康な自立した生活を送るための基盤となる基本的生活習慣の定着や心身の健康・体力

の向上を図る。 

（ウ） 学期末ごとの振り返りを通して、自らの学習状況やキャリア形成を見通したり、積み重ね

た「キャリア・パスポート」を振り返ったりして、自己評価を行うとともに、主体的に学び

に向かう力を育み、自己実現につなげていく。 

（エ） 小・小、小・中の交流活動、地域行事への参加・協力、地域との交流活動、ボランティア

活動での交流等を進め、豊かな人間性と社会力を育む。 

（オ） 大規模地震等発生時の防災計画・防災学習を学園として共有する。また、地域の防災訓練

への参加等を通して、防災についての正確な知識を学び、高い意識をもつようにする。 

 

ウ 協働する学園（心豊かで共に生きる人） 

（ア） 学園教職員が児童の権利に関する条約の４つの原則を理解し、教職員同士、教職員と関係

機関や地域と連携・協働できる体制を整備し「チームおおさわ」を醸成する。 

（イ） 地域行事やおおさわ学園行事等に進んで参加することや地域貢献活動を行うことにより、

地域から学ぶとともに、ふるさと「おおさわ」を愛する心を育てる。 

（ウ） 地域の教育資源・地域人財の効果的・計画的な参画を図り、児童・生徒の「人間力」「社

会力」を育む。 

（エ） 学校風土の醸成に向け、授業改善のための児童・生徒による授業評価の活用、いじめ等の

問題行動の早期発見・解決のための「ふれあい月間」やQU等の各種アンケートの実施、子ど

もの主体性を育むための児童・生徒会による校則等の見直しや行事の企画への参画、不登校

等の児童・生徒へ快適で温かみのある学校環境の整備と教職員の対応に取り組む。 

 

（３） コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校としての重点   

ア コモンズとしての学校づくりを目指し、「学校３部制」の「第２部」「第３部」との連携・

関連を図り、地域資源や地域人財を効果的、効率的な参画を図り、地域との連携・協働を一層

推進する。 

イ 学園・学校評価を通じて、保護者や地域、コミュニティ・スクール委員の意見を学園運営に

反映させる。また、コミュニティ・スクール委員会は、熟議や研修等を取り入れ、課題解決の

ため協議を行い、委員が学園の基本方針や経営計画作成等に参画する会としていく。 

ウ 「おおさわ学園９年間の生活のきまり」を徹底し、生活指導の充実を図るとともに、学園交

流を積極的に行い、学園一体となって教育活動を充実させる。 

エ 発達段階に応じたキャリア・アントレプレナーシップ教育を通して、主体的に学ぶ力と発表

力を育成する。その際、地域人財の協力を得ながら地域と連携した取組を行う。 

オ 学園の教育目標及びコミュニティ・スクール委員会および地域学校協働活動本部「おおさぽ」

と協働した取組を積極的に発信することにより、地域社会と一層の連携・協働を図り、スクー

ル・コミュニティの創造を推進する。 

カ スクール・コミュニティ推進員を核とし、教育ボランティア活動を推進するネットワークづ
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くりを行い、地域人財の教育活動への参加を拡大する。また、「みたか地域未来塾」も連携さ

せ、学習習慣の定着を図る。 

キ 小学校において、中学年から学年内教科担任制を実施し、基礎的・基本的内容の定着及び発

展的学習による個性の伸長を図る。 

ク これまでのオリンピック・パラリンピック教育の取組を「学校２０２０レガシー」として、

引き続き実施する。 

ケ 「三鷹市小・中一貫カリキュラム（更新版）」を活用した「学園カリキュラム」の改定と学

園研究を通して、「学園カリキュラム」の効果的な活用を行い、９年間を見通した授業に取り

組む 
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第１表の２             学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校（わかば学級） 

 

２ 学校・学級の教育目標 

（１）学校の教育目標 

夢 学び 心  ― 生き生き すこやかに ― 

 

（２）教育支援学級の教育目標 

【夢】 願いや目標をもち、その実現に向けて取り組む児童を育てる。 

（自らめあてをもち主体的に粘り強く取り組み、課題解決・自己実現していく力） 

  【学び】学ぶ楽しさを知り、自ら積極的に学ぶ児童を育てる。 

  （自ら課題に気付き、すすんで考え、仲間と共に楽しく学び合う力） 

  【心】 自分と友達を大切にし、思いやりのある児童を育てる。 

  （互いに理解し合い認め合うことを通して、自己肯定感・自己有用感を高め成長していく力） 

 

（３）学校、学級の教育目標を達成するための基本方針 

ア 児童一人ひとりの個性と障がいの実態把握を十分に行い、個々の発達の段階や本人・保護者の思いを考慮

した個別指導計画と個別の教育支援計画を作成し、安心して学び生活できる環境づくりを推進する。 

イ 児童一人ひとりの障がいの特性や困り感を理解し、それぞれの心情に共感することで、児童との信頼関係

を形成して指導する。 

ウ 学習用タブレット端末を効果的に活用し、個別最適な学びを図る。児童が満足感や達成感が得られる教育

活動を展開することで、児童の自己肯定感を高め、願いや目標をもたせる。さらに、その実現に向けて取り

組む意欲を育てる。 

エ 国立天文台を中心とした地域人財・施設や自然を生かして、児童の興味・関心を高め、意欲的に学ぶ姿勢

や「人間力」「社会力」を育む。 

オ 学校の「合言葉」を決め、子どもファースト・子ども主体の学校づくりを行い、児童の主体性を育て成功

体験を積み重ねることで、自己肯定感、自己有用感の向上を図る。 

カ 豊かな心の醸成の推進のために、児童の身近な体験や教材を通して自他の心情を伝え合い、自他の存在を

認め、互いを尊重する豊かな心を育てる。そして、自他共のウェルビーイングを目指す。 

キ 年間を通して、通常の学級との交流計画を作成し、共に学び合える教育活動を行う。可能な児童について

は、通常の学級との教科交流を進める。 

ク 児童の指導・支援に対する共通の理解を図り実践するために、保護者や専門機関と連携し、職員間で情報

を共有し、児童の実態に即した指導の充実を図る。 

ケ 朝遊び、外遊び、体育朝会や体育の授業、たてわり班活動等による体育的活動等を通して、全学年の児童

の実態に応じた体つくり運動を行い、積極的に健康の増進と体力の向上を図ろうとする意欲を育てる。 

コ 近隣の特別支援学校との連携を密にし、センター的機能を活用した研修を実施することで、教職員の専門

性を高め児童一人ひとりに応じた指導の充実を図る。 

 

（４）コミュニティ・スクールを基盤とした小・中一貫教育校としての教育支援学級の重点 

学校の教育目標を達成するための上記の基本方針に沿った教育活動を行うことで、学園の教育目標を達成

することができるような充実した活動を行う。 

ア 全教育活動において学習用タブレット端末を有効活用する中で、三鷹市教育委員会「私の行動宣言集」を

活用しながらデジタル・シティズンシップ教育を推進し、児童がテクノロジーのよき使い手になることを目

指す。 

イ 各教科・領域でサポート隊や地域の自然・教育施設と連携して学習活動を行う。 

ウ 児童・生徒の交流活動である「ふれあい合唱交流」や「小６プレ講座（中学校授業体験）」、「部活動見学」、

「児童会と生徒会の交流活動」、「七中生との交流」、「６年生の自然教室」等を通して、豊かな人間性や社会

性を育む。 
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第１表の３             学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校（わかば学級） 

 

エ 小・中交流活動等を通して、「おおさわ学園小・中一貫カリキュラム」に基づいた継続性、

系統性のある指導を通して確かな学力の定着を図る。家庭学習の目安時間を設定するとともに、

家庭で課題を取り組む時間を確保することにより、９年間を通した学習の習慣化を図る。 

オ 三鷹市教育支援関係個別ファイルを中学校へ引き継ぐことで、発達段階や個に応じた指導の

充実を図り、基本的生活習慣を身に付ける。 

カ 国際基督教大学と連携し、外国語の学習サポートや留学生との交流活動の機会を増やし、異文化に触れる

機会を活用した国際理解教育の充実を図る。 

キ 「三鷹市立学校 小・中一貫教育の推進に係る実施方策」を踏まえ、学園の教職員・コミュニティ・スク

ール委員会・保護者・地域・関係機関との協同を進め、社会に開かれた教育課程を実施する。 

ク 児童にきめ細かく寄り添い教育の質的向上を目指し、地域と連携・協働しながら働き方改革を目指す。 

ケ 児童の権利に関する条約の四つの原則（①差別に禁止、②児童の最善の利益、③生命・生存・発達に対す

る権利、④意見を表明する権利）を理解し、教職員はもとより、教職員と関係機関や地域の方々が連携・協

力して児童が安心・安全・快適な学校生活を過ごせる学校風土（雰囲気）や体制を整備する。「わかば紹介

集会」や「わかばお別れ会」など、児童自らが主体となって行う準備・活動する場を設定し、児童一人ひと

りの意見を反映する機会を設ける。 
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第２表の１            学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校（わかば学級） 

 

３ 指導の重点 

（１）各教科、特別の教科 道徳、外国語活動、総合的な学習の時間、特別活動、自立活動、各教科等を合わ

せた指導の重点 

 

ア 各教科 

(ア) 児童の実態に基づきながら年間指導計画を作成し、通常の学級の教科につながる内容を系統的に行い、

知識及び技能の向上を図る。 

(イ) 各教科の基礎・基本の定着を図るために児童の実態を的確に把握し、個別指導計画を立て個に応じた指

導を行う。また、算数においては学年を超えた習熟度別授業を行い知識・技能の確実な理解を目指す。さ ら

に、朝読書を定期的に実施し、読書の習慣を付けるとともに、語彙の獲得、豊かな発想や表現力等を身に付

ける。 

(ウ) 視覚的な教材・教具を用いたり、体験的な学習を行ったりすることで、「三鷹『学び』のスタンダード」

（学校版）を活用した「主体的・対話的で深い学び」の実現を目指した指導を行う。 

(エ) 学習用タブレット端末を有効活用した個別最適な学びと協動的な学びの実現を図り、「知識・技能」の

習得、「思考力・判断力・表現力等」の育成、「学びに向かう力・人間性等」の涵養を目指す。 

(オ) 社会科、理科、生活科、家庭科の通常の学級の教育内容の一部を、発達の段階に応じて、生活単元学習

の時間に指導する。 

(カ) 特別活動の学級活動を要としながら、総合的な学習の時間や学校行事、特別の教科道徳や各教科等にお

ける学習、個別指導としての教育相談等の機会を生かしつつ、学校の教育活動全体を通じてキャリア・アン

トレプレナーシップ教育の充実に努める。 

(キ) 児童の実態や発達の段階に合わせた体つくり運動を工夫し、児童が楽しみながら体力の向上を図るこ

とができる。 

(ク) オリンピック・パラリンピック教育のレガシーとして、体育や学級活動を通して、児童の実態や発達の

段階に合わせた「スポーツマンシップ」について指導する。 

 

イ 特別の教科 道徳 

(ア) 「考える道徳、議論する道徳」になるような授業展開にし、問題解決的な学習や体験的な学習の授業を

推進する。また、全教育活動において、相手の気持ちを考えたり話し合ったりする経験を通して、道徳的実

践意欲や態度、心情、判断力を育てるとともに、「いじめ防止対策」等の徹底を図る。 

(イ) 児童の発達の段階や障がいの特性に応じて、指導の重点を定め、指導内容を具体化し、体験的な活動を

取り入れるなどの指導方法を工夫し、児童の様子を評価する。 

（ウ） 11月を「平和教育月間」とし、三鷹市平和教育月間に平和をテーマとした道徳の授業を行うと共に、

6年生の社会科の歴史において戦争と平和について学んだことを発表し全校児童の学びを深める。 

(エ) 道徳授業地区公開講座を通して、学校と地域、家庭が一体となり、道徳教育を推進し道徳的実践力の育

成を図るとともに、「夢を語る会」を通して、自己の夢についての学びを深める機会とする。 

 

ウ 外国語活動・外国語（小学校） 

(ア) 低学年では生活単元学習における外国語活動として、中学年では外国語活動として、高学年では外国語

として位置付け、英語を活用したコミュニケーションの育成を目指す。 

(イ)  指導に当たっては、文部科学省の教材及び教科書等を使用するなど、指導の工夫を図るとともに、知的

障がいの特性を踏まえ、児童の興味・関心のあるものや日常生活及び社会生活と関わりがあるものを重視

し、コミュニケーションの素地となる資質・能力を育成する。 

(ウ) 「三鷹ＧＬＯＢＡＬ ＦＵＴＵＲＥ ＰＲＯＪＥＣＴ（ＧＦＰ）」等を効果的に活用し多様な機会を創

出することで、児童が英語を通した「話すこと」と「コミュニケーションを図ること」の力を発揮できるよ

うにする。 
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第２表の２                      学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校（わかば学級） 

 

エ 総合的な学習の時間 

(ア) 「伝統を引き継ごう」において、和太鼓の演奏に取り組み、曲作りを行う中で、自分の役割を自覚した

り、友達のよさについて気付いたりできるようにする。また、和太鼓の演奏を発表する場で、積極的に自己

を表現することを目指す。 

(イ) 当該の学年において、ＩＣＴ教育、キャリア・アントレプレナーシップ教育、デジタル・シティズンシ

ップ教育の視点を取り入れ、物的資源と触れ合う機会や地域人財・施設等と連携して、自ら学び自ら考え、

よりよく生きようとする力を育てる。 

(ウ) 総合的な学習の時間の 18時間を長期休業中に充てることにより、児童が自ら地域の自然や資源と関わ

り合い、地域理解や地域貢献等について深める場とすると共に、自分の課題追究について探究できる機会と

する。 

 

オ 特別活動 

(ア) 係や当番活動、班活動、学級会の活動を通して、協調性や責任感を培う。児童の実態や発達の段階に合

わせて、奉仕の精神の大切さを理解させる。 

(イ) 児童の発達の段階や学年に応じて学校行事、クラブ活動・委員会活動に参加し、通常の学級の児童と共

に活動する。 

(ウ) キャリア・パスポートを有効活用し、希望や目標をもって日常生活をよりよくしようとしたり、社会の

一員として役割を果たすために必要なことについて主体的に考えて行動できたりするようにする。 

 

カ 自立活動 

(ア) 全教育活動の中で計画的に行い、各児童の障がいの特性や困り感を主体的に改善・克服できるように、

言語療法士や作業療法士と連携して身体機能及び言語の発達を促す。 

(イ) 活動の中で児童の情緒の安定を図り、コミュニケーションの力を高める。 

(ウ) 個別指導計画を作成し、原則の指導機関における１年間の成長を見据えた目標設定や目標に即した効

果的な手立てを講じる。定期的に振り返り、実態把握や指導の在り方を再確認するとともに、常にゴールを

見据えた指導を意識して取り組む。 

(エ) 個別支援計画を作成し、関連機関との連携を深めるとともに、継続的かつ組織的な支援体制を構築す

る。 

 

キ 各教科等を合わせた指導 

(ア) 日常生活の指導においては、遊び・食事・排泄・着脱・整理整頓・登下校・清掃などの学校生活におけ

る基本的な生活習慣を身に付ける。 

(イ) 生活単元学習では、通常の学級の教育課程に基づき、低学年における生活科及び３年生以上の社会科・

理科、５・６年生の家庭科の内容の一部を体験的な活動を通して学ぶ。 

(ウ) １校時を「朝の学習」として設定し、児童が見通しをもって活動ができるよう、挨拶や日付、天気、一

日の予定の確認などを行う。さらに、国語・算数の基礎基本の定着や生活単元及び自立活動における身辺自

立の向上を図り、個々の資質・能力を伸ばす。 

 

（２）特色ある教育活動 

ア たてわり班による異学年交流（たてわり班遊び・たてわり班清掃・全校遠足等）を通して社会性や人間関

係、思いやりの心を育むようにする。また、通常の学級と教育支援学級との交流を更に推進し、学校行事や

クラブ活動・委員会活動、授業交流、給食交流等を通して、児童の相互理解を図り、協働しながら共に力を

高めていけるようにする。さらに、おおさわ学園の交流行事や活動を通して、他校や中学生との交流を深め

る。 

イ 生活体験学習や宿泊学習を通して、身辺処理能力を高め、集団生活のルールを身に付けさせる。 

ウ 全学年を通し体育科の学習で計画的に体つくり運動を実施し、健康の増進と体力の向上を図ろうとする
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意欲を育てる。 

第２表の３              学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校（わかば学級） 

 

エ これまでのオリンピック・パラリンピック教育の取組を学校２０２０レガシーとして継続させ、通常の学

級との交流学習等、様々な教育活動に取り入れていく。 

オ 毎週水曜日の朝を、サポート隊による読み聞かせの時間として設定し、読書に親しむ児童を育てる。 

カ 文化的行事（音楽会・学芸会・展覧会）や様々な学校行事を通して児童の表現力・感性・夢を育てる。 

キ  国立天文台を中心とした自然・施設や地域人財を生かした活動を全学年の教科・領域等の年間計画に位

置付け、体験的な学習を行うことで地域を愛する心を育てる。 

ク 児童が将来にわたって健康・安全な生活を送ることができるような資質・能力を高めるために、「生命の

安全教育」及び「がん教育」を教科等横断的な内容で行う。 

 

（３）生き方・進路指導 

 ア 生活指導 

(ア) 児童の発達の段階に応じて、家庭と連携して基本的な生活習慣を身に付ける。 

(イ) 集団生活で必要となる力を、低学年から継続的に指導し、社会性の基礎を育む。 

(ウ) 児童自らが生活の中で、健康・安全の意識を高められるよう、保護者と連携を図り、実際の生活場面を

想定しながら指導する。 

(エ) 自分の体や、身の回りのものに関心をもち、清潔に保とうとする態度を育てる。 

(オ) いじめ防止の基本方針に基づき、人権プログラム等を活用した授業を計画的・意図的に行い、「いじめ

の定義」を浸透させる。日々の行動観察や定期的な児童との面談、年に３回のアンケート調査等、複合的に

いじめの未然防止に努め、早期発見に役立てる。いじめが発見された場合は、「学校いじめ対策委員会」が

中心となり、組織的に対応し、早期解決を図る。いじめが表面上ないように見えても最低３か月継続して観

察し、解消・解決につなげていく。 

(カ) 不登校児童や欠席数の多い児童に対しては、「登校支援シート」を作成し、シートを基に全校で支援体

制を考えると共に校内支援教室の支援員等と連携して組織的に対応していく。また、学校のみならず適応支

援教室Ａ－Ｒｏｏｍの活用も視野に入れ、該当児童が適応指導を受けられるようにする。 

(キ) 「東京防災ノート」や「安全教育プログラム」、「三鷹市ヒヤリハット体験マップ２０２５」を活用し、

自己の危機回避能力と他者の安全に貢献できる資質や能力を、教育活動全体を通して育成する。 

(ク) 自らの安全を守る力を身に付けさせるために、情報モラルをテーマとした セーフティ教室や活用型

情報モラル教材「ＧＩＧＡワークブックとうきょう」や「ＳＮＳ学校ルール」の活用及び「ＳＮＳ家庭ルー

ル」の啓発を行い家庭と連携した情報モラル教育を推進する。また、６年生対象に薬物乱用防止教室を実施

する。さらに、「ＳＯＳの出し方に関する教育」は５・６年生でＤＶＤ教材（東京都教育委員会）等を活用

した授業を行い、全ての児童が適切な援助希救行動をできるようにすると共に自殺予防を図る。 

(ケ) 児童・生徒の意見を表明する権利を確保するために、「児童生徒代表者会」や「ＣＳ子ども熟議（ＣＳ

委員と児童生徒懇談会）」等を設定し、児童・生徒の意見表明・参加の促進を行う。 

 

イ 生き方・進路指導 

(ア) 将来を見据えた適切な進路選択ができるように、中学校の教育支援学級及び特別支援学校との連携を

図り、保護者のニーズを受けて学校見学や体験入学等の情報共有を行う。 

(イ) 係や当番活動、清掃活動、委員会活動等の体験的な活動を通して、自分の役割を果たす責任感や達成感

を味わわせるとともに、望ましい職業観や職業に対する知識や技能を身に付けさせていく。 

 

（４）交流及び共同学習 

ア 特別活動部に交流担当を設け、各学年及び教育支援学級の交流のねらいを明らかにする。年度当初に交流

計画を作成して、通常の学級の学年会に参加し、交流を計画的に進める。 

イ 中学校の教育支援学級との交流を年間通じて３回行い、小学校から中学校３年生までの異年齢集団で

様々な活動を行い、役割意識や先輩から学ぶ機会を設定する。 
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第２表の４                       学校名 おおさわ学園三鷹市立大沢台小学校（わかば学

級） 

 

ウ 学期ごとに、交流計画が実行されているか、確認する。年度末に、成果と課題をまとめ、次年度の交流に

役立てる。 

エ 可能な児童については、算数や音楽、図工等の授業で、通常の学級における教科交流を行う。 

 

（５）体育・運動能力向上 

ア 体力の向上を図るため、本校の児童の実態に合った体つくり運動の授業を計画・実施する。また、毎月１

回は体育朝会を設定して運動の取り組み方を紹介し、日常的に運動に親しむ意欲の向上を図る。 

イ 「一校一取組」を計画し、年間を通じて日常の体育の授業の充実と体育的活動の改善を図ることで、体力

調査の結果から課題となった「投力」、「敏捷性」の向上を図る。 

 

（６）その他 

ア 児童の課題やその解決に組織的に対応するため、専門機関や、連携支援コーディネーター等と連携し、よ

り良い指導を目指す。 

イ 学年を考慮した学級編制を基本とするが、学年の枠を超えた習熟度別グループを編成するなどの指導形

態を工夫する。 

ウ 連絡帳や学習用タブレット端末等を活用して、家庭との連絡を密にし、共通理解を図る。 

エ 言語聴覚士・作業療法士など専門家との連携を図り、教職員一人ひとりの専門性を高め、指導力の向上を

努めるとともに、指導方法について改善を図る。なお、言語訓練、作業療法は、個の実態に応じて計画的に

実施する。 

オ 通常の学級に在籍する教育的支援の必要な児童への支援の仕方について、通常の学級の担任に助言する。 

 

 


